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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　　「近代史上におけるプロイセンは，『軍事国家中の軍事国家』であるとともに，また『教育国家
中の教育国家』であった. 1831年，フランス政府の命を受けてドイツ各地の教育事情を視察した哲
学者ヴィクトル・クザンが，その報告書のなかで，『就学義務と兵役というこの二つの言葉が全プ
ロセンを象徴する』と評したことは，あまりにも有名であろう．まさしく軍隊と学校とは，プロイ
セン国家の謂わば推進力であったのである」（田中昭徳）
　　「教育と立法における国家の役割を，当時まだヨーロッパでは知られていないほど高度に動員」
　（ドローズ）したといわれるフリードリヒ二世の発意になり，「近代義務教育制度の一つの典型」
　（梅根悟）と評せられる1763年の「地方学事通則」の制度か，プロイセン軍国主義の緊切な教育要
求に強く動機づけられていたことは，梅根悟氏や田中昭徳氏の労作（1）に明らかな如くである.
　　「富国強兵」こそが，近代国民国家共通の国策であってみれば，国家の強力な主導の下に，近代
学校股立をすすめたドイツ，とりわけプロイセンのばあい，そうした国策の一環に教育政策が明確
に位置づけられていたのも当然といえよう．
　ところで，これまでのドイツ教育史研究では，第一次大戦の時代（その前史をふくめて）がほと
んど空白になっており，このことは，一方では，19世紀から20世紀初頭にかけてのドイツの教育を
第一次大戦との関わりにおいてとらえることを困難にさせ，他方では，同じく「軍事国家」（ト「兵
営国家」）とよばれ，「教育国家」と評されたドイツ第三帝国の教育と，18世紀以来のドイツ教育
の伝統との連続性を不鮮明にさせていると思われる．
　　ドイツ国家成立の直接の契機となった普鴉戦争・普仏戦争から第一次大戦の敗戦にいたるまでの
時代の教育を，軍国主義との関係においてとらえようとする本稿は，以上の空白を幾分なりとも埋
めるための準備作業の一つである．　　　　　　　　　，･
Ｉ
普塙戦争・普仏戦争とドイツの学校
　一吉田熊次「独逸の教育」に即して一一
　吉田熊次(1874～1964)といえば，女子高等師範学校教授兼東京高等師範学校教授，さらに東京
帝国大学教授(1916～1934)などを歴任し，日露戦争期から太平洋戦争期にかけて活躍したわか国
講壇教育学の大御所的存在である．
　吉田氏は，日露戦争当時ドイツに留学しており，文部省の命を受けて，普仏戦争とドイツの教育
界の関連を調査した．この留学当時の成果を，第一次大戦の開戦後まもなく世に問うたのか「独逸
の教育」(1915)である．　　　　　　　　　　　　　　‘’
　吉田氏がただ単に教育学界の一方の旗頭であるにとどまらず，たとえば臨時教育会議(1917)の
幹事として，重要政策決定過程に直接参画した人物であってみれば，こうした事実自体比較教育史
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的にみて興味深いのであるが，ここではその問題には立ち入らず，吉田氏の研究にしたがって，普
埃戦争・普仏戦争とドイツの教育との関わりをみることにしよう．
　吉田氏は本書の冒頭で，ドイツ教育研究にのぞむ氏の問題意識を次のように述べている.
　　「『教育を掌握するものは未来を掌握す』とは，教育の効果の偉大なることを言い表はせる格言
なり．此の格言は聊か誇大に教育の効果を見たるの失ありといへども，~国力の盛衰と教育との関係
の密接なるものあるは，拒むべからざるの事実なり．
　第十九世紀以後，急速に進歩せし独逸の商工業は何に起因せるか．独逸が露，仏，英，以の諸強
国を相手として奮戦一ヶ年に亘り，敵をして殆ど一歩も国内に侵入せしめず，却って敵軍を敵地に
苦しむるを得るは何に依って然るか．吾人は国運の隆盛を画策する為に，此等の大問題を解決せざ
るべからず．而して本書は独逸に於ける教育の過去と現在とに関し，教育事実に就いて研究を試み
しものにして，其の目的は綬近に於ける独逸の勃興に独逸の教育か如何なる点において何程の貢献
をなせしかを明かにせんとするにあるなり.」（2’
　ドイツの富国強兵策のめざましい成功と教育との関わりを問いつめようとする氏の姿勢は，この
一文に簡明に表現されている．　　　　　　　　　　　　　　　　　’ダ
　さて，吉田氏は，普仏戦争期の教育界は，普鴉戦争期を繰り返したにすぎない，との把握から次
のように叙述している．
　1866年６月普埃の和がついに破れたとき，プロイセン政府はこ;,う訓令した.
　　｢小学校長及び教師諸君に告ぐ，我が帝王陛下が今月18日付を以て全国民に下し賜ひし勅諭並び
に勅令の精神は，よく之を生徒全般に説き聴かしめ，以て神に信頼するの念と君国に忠節を致すの
精神とを喚起せしむべし.｣(3J
　そしてその勅諭とは，以下のようなものであった．　　　　　≒
　　｢汝国民よ，今や我が兵士が国家の運命を決すべき戦争に出発するに臨み，忠勇なる祖先を有す
る汝国民に告ぐべきものあり．敬虔の心深き父先帝は，半世紀以前に於て『祖国危し』とのたまひ
しは朕の瞬時も忘るること能はざりし所にして，朕が今汝等に告げんとする所のものも亦此に外な
らざるなり．見よ襖国及び独逸の大半は今我かプロイセンに向って矛を向けつつあり．
　朕嶼国の帝王と同盟の約をなし，独逸の国土をして外国の支配よりT自由ならしめんと計りしは数
年の前にあり．鴉と普とは其民族を同じうするか故に，互に攻守を共にし，同盟者として互に相尊
び相重んじ，独逸の国土をして内は庶民の繁栄を致し，外は国土の威信を維持するの幸を招くを得
んことを願いたりしに，朕の望は遂に空しかりき．……･．　　“'
　朕久しく今日あるを知り，多年兵備を以て第一の急務となさしめなり.'汝国民は戦時に当りて真
にー国民たることと，帝王は其元首たることとを自覚せよ．敵若し戦乱に際してプロイセンの国内
に内証の起らんことを予期するあらば，彼は確かに誤解せしもiﾌ:)なると々を事実によって之を証明
せよ．敵に対しては互に協同し互に強くあれ，又互に相和し互に憂苦を共にするを以て念とせよ．
　戦争より生ずる罪科と犠牲とを避けんか為めに，朕か出来得る限りの手段を尽せしことは汝国民
の熟知する所，又神の知らせ給ふ所なり．朕は最後の瞬間に至るまで仏，米，露と協力して平和の
道を講じて怠らざりしなり．しかも嶼は之を欲せず，他の独逸連邦も亦嶼の味方に立てり．事茲に
至りては又如何ともする能はず．我が国民か悲惨なる戦争を敢てし，幾多の困難を忍ばざるべから
ざるに至りしも，是れ朕の罪にあらざるなり．我等は自国の存在のために戦はざるべからず．我等
はプロイセンを滅さんとするものに対しては，先王の遺烈と国民の奉公心とによりて.自国を保持
するために身命を擲つことを辞すべからず.｣(4゛
　　(引用が長くなったのは，普仏戦争や第一次太戦の開戦の理由づけや国民へのよびかけも，おお
むね同趣旨と思われるからである．)　　　　　　　　　　　　‥
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　この勅諭と同時に発せられた勅令は，６月27日に公私の事務を休んで全国で戦勝を祈願するよう
命じており，文部省は，小学校およびその他の学校の生徒等にも，これに参加するよう通達した，
　さて，開戦後まもなく･，当時の有名な教育家ケルネル視学官は，次のように演説した.
　　｢我が国民及び国家の任務の重大を加ふると共に，学校教育の任務も亦重きを加へると云ふの
は，我がプロイセンに於ては国家と学校とが一体なるに因るのである．欧羅已に於て，プロイセン
の如く多くの学校を有し，プロイセンの如く学校を愛し，プロイセンの如く学校教育に力を用ひた
所はない．独逸学校教育は，諸外国の模範とする所であって，中にも小学校は過去より現在に至る
まで，最も力を用ひたものである．実にフリードリッヒ第二世以来，小学校は特別の注意と保護と
を与へられて居たのである.｣(5)
　事実，19世紀においてプロイセンの義務教育普及率はヨーロッパ第一，いや世界第一であった．
兵卒中，教育を受けていない者のパーセンテージは次表の通りである．
　ところで1866年８月に入るや，オラニェンブ　　　　　　　　ヽ上　　　　　▽
ルグの師範学校生21名は，連署して義勇兵を志
願した.ヽ
　そこでローン陸相とミューラー文相は，国王
に次のように上申した.
　｢オラニェンブルグに於けるエファングリ
ッシエ師範学校Evangelishes　Schullehrer-
Seminarの生徒21名は，本月26日附を以て直ち
に従軍したしと願出でたり．此等の生徒が，今
日の如き国家存亡の分るる危機に際し，一身を
捧げて戦場に赴かんとするは，麗しき愛国心に
富むことを証明するものなり．
調査年月
-
1864-65
1867―68
1872―73
1877―78
1882―82
　(ﾏﾏj
1887―88
1892―93
1897―98
100人の兵士中無教育者の数
5.50
3.･72
4.58
2.48
2.04
1.07
0.60
0.11
(6)
　然れども神の恵深き支配によりて，事情は予想よりも順境に赴き，祖国は目下に於て此等の青年
の従軍を必要とせず．祖国は却て彼等か既に選みし所の職に於て，即ち教師としてよく国民の少年ヽ
者を教育し，神を敬し信実を守るの人たらしめんことを望む．今や連戦連勝しつつある陛下の軍隊
はもと小学校にて教育せられしものにして，実に小学校より出でしものなり．国家の危難に際し，
君国の為めに一身を捧ぐる精神を有する師範学校生徒は，能く教師としても彼等の責務を全ふし，
平和の日に於て国民に武装することを知るべし．願くば陛下の勅語を得て此等の生徒を慰撫するこ
とを得ん.｣(7J
　これにた卜し，国王は直ちに次のような勅語を下賜した.
　　｢本月27日の陸軍大臣及び文部大臣の上申に基き，朕は茲に従軍を出願せるオラニェンブルグに
於けるエファングリッシエ師範学校の生徒に告ぐ．
　今日の場合諸子の願は許可せられざるなり．然れども諸子の愛国心は朕の深く嘉みする所にし
て，又右両大臣の上申書に記載せる小学校の任務と効果とは朕が意を得たるものなり．依て朕は文
部大臣に命じて，両大臣の上申書及び此勅語を広く学校監督者に公示せしむ｣(8)
　従軍を志願した学生か，どれほどの規模に及んだのかは明らかではないが，･こうした雰囲気が師
範学校・ギムナジウム・大学の中にかなり広がっていたであろうことは，推察に難くない．
　Ｉそして1870年夏，普仏戦争が勃発するや, 4510人の大学生と268人の大学教員とが，あるいは武
器をとって，あるいは看護員として戦場に赴いた．
　ミュンヘンの大学および高等工業学校の学生団体は，｢バイェルンの青年に訴う｣と題して，次
のようなアピールを出した．
　64　　　　　　　　　高知大学学術研究報告　　第25巻　　社会科学　　第5号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　「宿敵は国内に侵入せり，彼は独逸民族を奴隷となさんとするものなり．この凌辱を禦ぐため
に，萄くも愛国心あるものは武器を取って立つべし，これ独逸人各自の義務に･あらずや．大学及び
高等工業学校の学生は一団となりて将に出陣せんとす．志を同じうするものは進んで来り加はるべ
し.」（9）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　このアピールにたいし，大学当局もこれを「愛国的献身的精神の顕現」とみなし，大いに賞揚し
た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ｊ
　またフライブルグ大学の教授及び評議員会は，書をバーデン大公に捧げ，次のように述べた.
　「今や独逸大学は学生の精神的萌芽を賭しつつある．講堂は自由戦争の当時に於けるが如く寂莫
を極めて居る．我等は当大学中かくも多数の青年学生が，此の神聖なる戦争に際して喜んで奉公の
道を尽せることを自負すると共に，真の幸福と真の自由とを永久に栄えしめんが為めに，喜んで祖
国のために一身を捧ぐる勇気を有する此等学生に就いて思はなければならない.」(10)
　もっとも多くの従軍者を送り，したがってまたもっとも多く応戦死者を出したのはライプチッヒ
大学であるか, 1870年夏戦争が開始されるや，同大学の学生800余名は集会を開き，次のような決
議をザクセン国王を通じて，ドイツ連邦をひきいるプロイセン国王に送うた.
　「当大学の青年は，常に独逸統一の理想の必ず将来に於て実現せらるべきを確信するものなり．
今や陛下は実行によりてこの理想の実現を進め給ふ．我等青年は満腔の熱誠を以て陛下の万歳を祝
す.」(11)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　これにたいし，プロイセン国王は直ちに，ライピチッヒ大学生の「愛国的感情及び国民的自覚」
に感謝する旨表明し，「諸子のこの決議は，必ず独逸青年一般の同感する所にして又必ず其の賛同
を得べきを信ず」と述べたのであった．　　　　　　　　　‘　’
　ライプチッヒでは，従軍の学生数百名のために，教授学生連合の大送別会を開き，総長はじめ多
くの教授は壮厳な演説によって士気を励まし，また多くの教授は公開演説によって国論の統一に力
をつくした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　●
　普仏戦争に勝利したとき，プロイセン国王は勅令により，６月!8日に全国的に戦勝を神に感謝す
る式典を催させ，各学校にも参加を命じた．
　また学校によっては，個別に祝賀会や戦死した学生にたいする追悼会を催したところも少なくな
かった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ヽ
　それ以後も，プロイセンの学校では，普仏戦争勝利を記念するモダン祭は，宗教的祝祭日や国王
の誕生日とともに，休日となるばあいが多かった．
　以上，吉田氏の「独逸の教育」にしたがって，普鴉戦争・普仏戦争とドイツの学校との関わりを
みてきた．当時の教育界の状況は，おおむね氏の叙述のごとくであったと思われる.
　1866年戦役のあと，プロイセン陸軍の総帥モルトケは，「普襖戦争勝利の栄冠は，小学教師の頭
上に帰すべきものである」と語り，また普仏戦争のあとビスマルクも,同様の発言をしたといわれ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，‥　　　　●.
　なお，この言葉の出処について梅根悟氏’は，「あるオーストリアの新聞か，『ケーニヒグレーツ
の勝利はプロイセン学校教師のものである』ということを書いたのかプロイセンに伝わり，この言
葉かプロイセンで広く流布されるようになった」(12)と述べておられるが，いずれにせよ，こうした
見方がドイツ国内にひろがっていたのはまぎれもない事実であ仏　Fケーニヒグレ.ツツの勝利者」
という思想は，ドイツ教員運動をもとらえたのであった．
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　1871年のドイツ帝国の成立以後，全ドイツの学校にプロイセン流の官僚と軍隊の精神が深く浸透
　しつつあったことは，同時代に学校生活を送ったドイツのもっともすぐれた作家たちも証言すると
　ころである.
　たとえば，ハンザ都市リューベックで育ったトーマス・マンは，その自伝風の長編「ブッデンブ
　ローク家の人々」（1901）の中でこう書いている.
　　「（ドイツ帝国の成立以後）古い学校に新しい精神か導入された．かつては古典的な教養が晴朗
な自己目的と認められており，それを心やすらかに，ゆったりと，陽気な理想主義でもって追求し
ていればよかったのに，いまや権威，義務，権力，経歴などの概念が最高の位につき，……学校は
国家の中の一国家となって，プロイセン流の勤勉力行が圧倒的な勢いを示し，教師ばかりでなく生
徒たちまでか，自己の栄達と，権力者のおめがねにかなうことばかりに汲々とする官吏のような気
分になっていた.」（川村二郎訳）
　またヘルマン・ヘッセの「車輪の下」(1906)は，若い魂をむしばんでいく当時の学校の沈螢な
雰囲気を活写した作品であるか，その中に次のような叙述がみられる.
　　「学校の使命は，お上によって是とされた原則に従って，自然のままの人間を，社会の有用な一
員とし，やがて兵営の周到な訓練によって立派に最後の仕上げをされるはずの色々な性質を呼びさ
ますことである」（高橋健二訳）
　さらに大戦中反戦の立場に徹したハインリヒ・マンは，「臣下」(1915)において，学校（ギム
ナジウム）を「誰ともわからぬ全体，この仮借ない，入間を侮蔑する．機械的な組織」「精神病
院」とさえ評している･
　ところで，「兵は敵軍よりも，自軍の下士官を恐れねばならぬ士とは，フリードリヒ二世の有名
な言葉であるか，こうした上にたいしては限りなく奴隷的で，敵国の軍隊や住民にたいしてはそれ
だけ残忍な心性を培うのに一役かっていたのが，学校での体罰であった.
　20世紀初頭に学校生活を送ったクラウス・マンは，その自伝において次のように記している.
　　「サディズム的な乱暴な振舞は，生徒の間だけでなく教師の間にも沢山あった．笞刑は当時ドイ
ツではまだ健康的な，または不可欠ともいえる教育上の原則だった．私たちの先生はずんぐりした
頑丈な男で目はひどく小さく，ばかに大きな口ひげをたくわえていたが，彼は『熟考』のわざにか
けて名人といわれていた．わるさをした者に彼が与える最後の警告は心理的な手のこんだものだっ
た．鞭が，ふるえている少年の鼻の下に何分間もおかれる一一『これかどんなにおいがするかを思
,い知らせてやるためだ』と先生は冗談まじりに威嚇する．それでもききめがないときはもう容赦し
なかった．犠牲者は，最前列のベンチにうつぶせにさせられる．このベンチはそういう時のために
わざわざあけてあるのだ．かわいそうに少年は，この恐ろしい命令に従う前に，胸もはりさけるほ
どの場面を演じるのが常だった．それは罪人から当然期待されることで，この儀式の式次第に属す
ることだった．涙にかきくれ劇的なしぐさをたっぶりまじえて，あわれな罪人は裁判官の胸にすが
ろうとする．そんなことをしても結局だめなことははっきりしているのだが．
　拷問は残酷ないかめしさでどり行われる．五，六十名の少年が，歓喜と恐怖に息をこらしてこの
見せ物を眺める．最後の鞭がふりおろされるうちに犯人は泣きわめきはじめる．先生が，拷問具の
しない具合をためそうと了もするように鞭で空をきっているうちに，少年はのたうちまわって呻き
声をあげる．ついに鞭がふりおろされると，わめき声はヒステリックな痙幸症状を呈する．そのあ
とにまだ一種の悲劇的なエピローグか加わるｰこれも儀式の一部なのだ．犠牲の少年が教壇の前
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をはねまわっておしりをこする場面が期待されるわけだ．芝居つ気が多少ともある少年の場合に
は，あとで苦痛の模様をあからさまに話して級友を楽しませるの壮ほとんど自明のことだった.
　『しりが地獄の劫火に焼かれるみたいだ』と彼はちぢみあかっている級友に話してきかせる．教師
はほくそ笑んでこれを見ながら，最後に命令してこの見せ物を終りにする．『もうよかろう』と彼
は決断を下す．血まみれの食事をしたライオンさながらに満足そうな顔をしている．『もとの席に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軋　　ｒ　　　　　ｌかえってよい』」(13)
　ちなみに，松田道雄氏によれば，日本で体罰が採用されるのは日露戦争以後で，ドイツの影響で
あるという.（lo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／｀●
　もとより，第二帝制期の「富国強兵」教育政策の道は，坦々たる,ものではなかった．
　民主主義を求め，社会主義を求めるドイツ国民は日ましに増大し√かれらはドイツ社会民主党
（ＳＰＤ）の旗の下に結集した. S PDは，社会主義鎮圧法など度重な,る鞭の政策にもかかわらず，
少なくとも量的には，着実に前進した．　　　　　　　　　　：
　かくして，対社会民主党策は，第二帝制期における内政上の最大の課題となり，こうした政策の
一環としてうちだされた教育政策の代表的なものが, 1889年のヴィルヘルムニ世の勅令であったこ
とは，すでに周知の事実に属するであろう．
　ヴィルヘルムニ世はさらに, 1890年の中等教育会議において／その教育論を次のように展開し
た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，’;’
　　「もし学校が，学校に期待されていることをやっているとすれげｲ……最初から自らすすんで社
会民主主義にたいするたたかいにとりくんでいるにちがいない……….=し戈
い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，
　わが国の学校が，わが祖国の全生命に，そしてまたわれわれの発展にふさわしいものであった最
後の時期は, 1864年であり, 1866年から1870年にかけてであった．当時，プロイセンの学校，プロ
イセンの教師集団は，いたるところで唱道されていた統一の思想のにない手惣あった．
学校を巣立って，あるいは一年志願兵となり，あるいは実生活に出ていったギムナジウム卒業生
のすべてが，一つの点では一致していた．すなわち，ドイツ帝国か再建され，エルザス・ロートリ
ングンか回復されねばならない，という一点においで．　　　　　レ
　1871年をむかえて，こうした事態は終りを告げた．帝国は統一され，われわれは，われわれのめ
ざしていたものを獲得した．しかし学校をめぐる状況は従来のままであった．
　いまや学校は，新たに築かれた土合から出発して，青少年を鼓舞し，かれらに新しい国家を維持
すべきことを，明確に示さねばならなかった．ところかそのことは全く認識されず，帝国成立以後
の短い期間に，すでに遠心的な諸傾向か発展している.」
　それでは青少年の教育で何か欠けているのか．欠けていi,のは，何よりも’民族的基盤″であ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　　「われわれはギムナジウムの基盤として，ドイツ的なものをとりあげねばならない，われわれが
教育すべきものは，民族的な若きドイツ人であって，若きギレシす人やローマ人ではないのだか
ら.」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　「しかも何にもましてわれわれは，祖国の歴史に通暁せねばならない．火選帝候は，私の学校時
代には漠然たる事象でしかなかった．七年戦争は全く考察の外におかれていた．そして歴史は前世
紀の終りで，すなわちフランス革命で閉じられた．若き公民にとってもっとも重要な解放戦争は．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47 11　　　－講義されなかったのである」 　●　 ＼
　　「問題の要は，まさにこの点にこそある．なぜ一体，わか国の若い人ぴとは誤った方向にさそわ
れるのか．なぜ，かくも多くの理解しがたい，錯乱した社会改良家が現れるのか．なぜいつもわが
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国の政府があれこれ咎めだてされ，外国がひきあいに出されるのか．それは若い人びとが，わが国
の状況の発展過程や，その根がフランス革命の時代にあることを知らないからである．
　それ故にこそ私は，われわれがフランス革命から19世紀へのこの移行を簡潔で客観的な方法で，
特徴的に若い人びとにはっきりと示すならば，かれらは今日の諸問題について従来とはちがった風
に理解するようになるという固い信念をいだいている.」(15)
　そしてカイゼルは，その閉会演説で次のように述べた.
　　「私はもとより･プロイセン国王として，わか国教会の最高の教父として，宗教的感情やキリスト
者の精神の閃きを学校で培い，いやまさんがために配慮することを最高の責務とするであろう．
　学校か教会を尊重し，敬意をはらうならば，そしてまた逆に教会が学校を支援し，学校かその課
題をよりよく果たすのに手を貸すならば，われわれはともに，青少年をわれわれの今日の国家の生
　(Staatsleben)の要請にふさわしく形成することかできるであろう.」
　　「教師に不快な過去の叙述について，最大限の自由か与えられなくてはならないことは，いうま
でもない．と同時に，忠実に，かつ心からなる信念をもって君主制と憲法とを奉ずるもののみが，
わが国青少年の教師として召命されていることも，いうまでもない．
　ラディカルな空想の信奉者は，国家行政機構の中におけると同様，青少年の教師としても無用の
存在である．
　教師はその権利においても義務においても，まず第一に国家の，しかも現在の国家の官吏であ
る．この彼の地位と任務にふさわしく，生き生きと活動してこそ，教師は，青少年に革命的諸潮流
のすべてにたいし抵抗する能力を与えるというかれらへの要請を，少なくとも大部分は，果したこ
とにもなるのである.」
　　「国家の本質について，わが国の生成と前進について，明確な理解を身につけた人は，社会民主
主義の理論と実践の不合理性，邪悪性，危険性を見ぬくことができ，わが国を外からの敵の攻撃に
たいしても，内部の敵の攻撃からも守る人びとの戦列の一員であることを勇敢に示すことを，自ら
,の義務として認識するであろう.」(16)
　この演説には, S PDの前進に直面し，教育によってこれに対抗しようとするカイゼルの決意が
にじみでている．
　ドイツがヨーロッパの列強を凌駕するには，社会民主主義を窒息させて強固な国民的統合を実現
することが不可欠であるとみなしたカイゼルは，これこそが学校の最高の責務だとし，ここに普嶼
戦争・普仏戦争の時代の学校をあらためて一つの典型としてかかげ，いっぽうにおいてはギリシャ
・ローマの古典を中心とする中等教育のコスモポリタニズム的な側面を批判し，とりわけ祖国の近
代史を重視することによって民族的自覚にみちた「若きドイツ人」の形成を高唱し，また他方にお
いては，伝統的な教会と学校との結合を再評価しつつ，教師の自覚を促したのであった．
　こうしたカイゼルの意図は，その後のプロイセン政府の通達や教授要目に直ちに反映されてい
く．
　そしてこのような政策にたいし，伝統的に国権主義的な中等教員はもとより，すでに.「ケーニヒ
グレッツの勝利者」の思想にとらえられていた国民学校教員もまた積極的に呼応した．
　増井三夫氏によれば，全ドイツ教員集会の機関紙「全ドイツ教員新聞」の1892年から93年にかけ
ての一連の巻頭論文には，次のような思想が貢かれていた.
　　「国家は神的秩序であり，権威は神によらずして存在しない.」ドイツ国家は「牛リスト教国家」
であり，「国家は君主制の思想が尊敬され，国王と帝国への忠誠がとられるよう要求する.」
　　「学校は次代の公民を宗教的・道徳的人格者へ教育せんとずるのであり，かかる人格者は彼らの
神，皇帝，祖国を心から愛し尊敬する」
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　そして1892年の「教師について」という巻頭論文は次のようにIいっている.
　　「なんじらの君主に忠誠をもって仕えよ，
　なんじらの国家のために静かに働け！
　政治的行動によって混乱におとし入れるな！　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　われわれはキリスト教の土台にたち，キリスト教の自的を追求する．
　われわれはキリスト教の機構で働き，神の御志しにもとづいで仕える.」(17)
　このようにしてドイツの教育界は，上下心を一にして「富国強兵」教育に力を注いだ．
　ところで19世紀末から20世紀初頭にかけてのドイツでは，来たるべき総力戦にそなえて，軍関係
者の教育に関わる発言もめだっていた．　　　　　　　　　　　ト　　ユ
　開戦当時のドイツ陸軍の最高首脳の一人ゴルツ元帥が，少佐時代の1883年に著した『国民皆兵
論』は，ドイツ国内のみならず世界各国に喧伝され, 1925年の増補改訂版はわが国の陸軍大学校も
直ちに翻訳している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　ゴルツはこの本の中で，現代の戦争すなわち総力戦においては国民の経済力・精神力が決定的で
あると論じ，とくに精神力を重視して国民精神総動員を強調している．そして「戦争成功の条件」
の項の結びとしてこういっている.
　　「結局主となるものは，精神上の力であって，物質上の力ではない．大切な時に我欲を出すよう
な国民には非常な富といえども用をなさぬ．時を逸せず，自ら進んで国に捧ぐるの心がなくてはな
らぬ．適当の時に自己のなすべきことを怠って後になってそれを回復せんとしても中々それができ
るものでないということは，カルタゴ人らがハンニバルについて学んだところであって，彼らはそ
の錯誤の代償として自国の自由を失った」　　　　　　　　　　　　　’，
　しかもゴルツは，戦争における青年の価値を重視し，次のように論じた･
　　「青年は壮年に比して，体力の鍛練において欠くるところはあるが√反対の説などに耳を借すこ
となく，すべての苦難を敢然として甘受する点においては，はるかに後者に勝るものである．生命
に執着せずに死することのできるのは，青年に限る．……ひたすらに山を昇ることを知って，その
先の降り坂の長短などは考えてみない．その旺盛な好奇心は，彼らをして好戦的ならしめる‥‥‥‥
　国民の強み，民族の元気は，実にこの青年の間に存するのである.」(18)
　それ故にこそ，元帥ゴルツが1911年に設立された「青年ドイツ」の総裁に推され，滅私奉公を旨
とする公民教育を青年層に普及することに情熱を傾けたのは宜なるかなといえよう(19)
　いっぽう，ベルンハルデー将軍は，その著「ドイツと次の戦争」(20)において，プロイセンの義務
教育か現代戦の要求にみあっていないことを鋭く批判した．
　ベルンハルデーは次のようにいう．　　　　　　　　　　　二･．
　現代戦においては，武器とりわけ大砲の発達によ,り戦局は拡大せざるをえない．そこでこれから
の兵士には，ただ上官の指揮命令によって動くだけではなく，臨機応変の処置を講ずる創意性が要
求される．しかも現代戦は大量の兵を必要とするから，こうした能力か義務教育によって培われね
ばならない．愛国心が重要なことも自明である．
　しかるに多人数学級での一斉教授という形式が支配し，しかも実科を軽視するプロイセンの教育
では，こうした軍の要請にこたえることはできない．
　かくしてかれは次のように提案する.
（1）教師の数を増やし，一学級の生徒数を減らして，一人ひとりの子どもにみあった教育をすすめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ　￥　　Ｕ　Ｉること.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･●
（2）実科とくに自国の歴史をいっそう重視し，愛国心の形成を多面的に追求すること.
（3）国民学校卒業後の補習教育を義務制とし，兵役に服するまでの青少年の思想を善導すること．
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　ベルンハルデーは，愛国心教育を重視する点ではゴルツと共通するが，かれがさらに現代戦の性
格から教育の近代化に着眼していることは注目されてよい．
　ちなみにドイツにおいては，家庭教育・学校教育と軍隊教育とを統一的にとらえようとする志向
が根強かった．ドイツ操典はその第一条で，「家庭および学校において育成された愛国心は，軍隊
において完成されなければならない」と謳っている．
　もとより絶対主義的専制の枠の中で，個人の自主性・創意性を仲ばし，しかも熱烈’な愛国心ない
し強固な国民的統合を実現しようとすることは，容易な業ではない．
　ケルシェンシュタイナー流の公民教育は，軍サイドの要求に即してみれば，この課題にたいし
「自発的服従」の概念を押したてて応えようとするものであったといえよう．
?　第一次大戦と政治教育
　　　－ヴォルフ「応用歴史」を中心にｰ
　1916年３月，プロイセソ州議会でリープクネヒトは，戦時下の学校教育を鋭く批判してこう演説
した.
　　「今日の学校教育では何かどのように教えられているのか？……に
は，とっくの昔から特定の政治思想を生徒に注入するために系統的に利用されてきた．そして中等
学校こそは，この教育方法の練習場であった．諸君，すでに久しきにわたって中等学校では，あの
憎しみがとりわけイギリスにむけて系統的にかきたてられてきた．それはいま，すばらしい実を結
んだ．まいた種子はみごとに花開いたのだ．……
　戦争，戦争，そしてまた戦争，これが学校のスローガンだ！子どもたちは作文の代わりに愛国主
義の論文を書くよう義務づけられている．……ｶヽくして学校は，全体として戦争のための政治宣伝
の手段となり，戦争経済の補助手段となり，戦争のための道具と化している！……
　今日の教育は，さらに進んで人間を戦争器械に教育し，学校を，人間を身体的にも精神的にも戦
争用に調教する場としている．青少年の体力づくりという目的，一一-もとより自体は正しいのであ
るがｰそれかいま以前にまさる熱意をもって追求されているの,はなぜか．力強い青少年の体が，
やがて総力戦に必要となるとの認識からである．このように゛体育″もまた戦争という視点から考
えられている．人間の健康を高めることか，人間の生命を絶つという目的に向けられるとは！」(21)
　リープクネヒトが指賞したように，大戦中の学校教育は軍国主義一色にそめられていた．歴史
は愛国心の高揚に専念し，地理には戦場の地図作成がもちこまれ，作文や書取では戦争か主題とな
り，物理では水雷艇や地雷,の原理か教えられた．図画でも戦争画に力点かおかれ，算数では銃後の
国民生活の逼迫を反映して「一人か一日50グラムのパンを節約すれば，国民全体で100万トンのパ
ンが節約できる」ことの証明や，軍事公債の利子計算などがとりあげられた．
　出征した教師や上級生の銃後へのたより，生徒の前線への慰問袋づくりも，学校教育の重要な内
容となった．また子どもたちは放課後には，各戸毎に貴金属や毛糸などを回収してまわった．
　しかも開戦直後の1914年８月16日，プロイセンの文部・陸軍・内務三大臣は，「鉄血の時代は来
れり．各人の能力および犠牲心にたいし，最高の要求か課せられざるをえず」との訓令を発し，こ
の訓令にもとづいて16歳以上の青少年に軍事的準備教育をほどこす組織か編成されるにいたった．
この組織は，プロイセン陸軍省の定めた基準に則り，「少年の軍事的準備教育として陸海軍務にた
いする直接の予備校的教育」を行うものであり，青少年を入営前に肉体的にも精神的にも有為にし
て信頼すべき軍人となるよう錬磨することを目的とするものであった．
　軍事的準備教育の内容は, (1)一般体育，練兵および応用体操■ (2)距離，大きさ，方角，数量の評
価および測定の練習, (3)地図，機械，土地の特徴等によって方角を知ること，および地図を作成す
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る演習. (4)野外勤務練習バ6）武装演習などであり, 1914年12月においてすでに，プロイセンの少年
中隊の数は7,000,隊長は35,000人，隊員は50万人以上に上った(22)
　それでは戦時下のドイツの学校は，大戦をどのように教えたであろうか．これを探る手がかり
を与えてくれるのか，ハインリヒ・ヴォルフの著した「応用歴史」(Prof. Dr. Heinrich Wolf,
Angewandte Geschichte, Eine Erziehung zum Politischen Denken und Wollen. 11910.）と
いう当時広く使用された中等学校用歴史教科書である．
　この本の1920年改訂増補10版を関崎万里氏が「民族文化史」という題で邦訳しておられる．本書
は，戦時下の政治教育の状況を伝えてくれるばかりでなく, 1920年の版であるだけに，第一次大戦
の敗戦の原因をドイツの支配層がどうとらえ，それを子ども・青年にどう教えたかを知る上でも興
味深い．以下，この邦訳に即して，ヴォルフの戦争観・社会観をみ･ることにしよう．
　ヴォルフは，良き歴史教育こそ最高の公民教育である，との見地から，歴史教育の力点を次の諸
点におく.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I●
（1）わかドイツの民族精神とそれより生まれた幾多の「偉人」に.対する誇負，
（2）強固なる国権の必要なることの確信，
（3）我等はわかドイツの民族的特性を固持し助長するときに於てのみ，偉大にして且つ強固になり
　得べきことの確信，
（4）「人類ほど不平等なるものなき」こと，個人と民族と人種間に於ける一切の差別を撤廃せんと
　する現代に於ける平等化の欲求ほど闘争すべきものなきことの判定是である，金力政治，民主化
　の趨勢，並に世界主義は現代に於ける最大の危険である.（･23）
　ここにいう金力政治，民主化の趨勢，世界主義にたいする批判は，それぞれ，「もてる国」にた
いする「もた,ざる国」ドイツの自己主張とも深く関わりあう反ユダヤ主義，反社会民主主義，反国
際主義（カトリシズムもまた民族を超えて「山のかなだ」に最高の価値の源泉を認めるか故に批判
されねばならない）に対応する．
　それではヴォルフは，大戦の原因をどのようにとらえたのであろうか．かれはいう.
　　「1914年の秋に，我等ドイツ人はこの戦争を以て，ドイツの労働者か拝金主義に対し，雄密蜂
　（搾取）主義に対し，国際的資本主義の全権力に対して干戈をとれる戦争であると解釈しなければ
ならぬと思った．敵は彼等の金銭によって我等を打倒せんことを欲した．数十億金がロシヤヘ送ら
れた．之を用いて蒸汽ローラーの如く我等を粉砕せんとした．イタリクーは金銭で反逆と背信へと誘
われ，バルカン諸国は金銭で言い寄られた．金銭欲は米国政府の方策を命令した．金銭で，大臣は
買収せられ，刺客は雇われ，党の首領は説得せられ，新聞は買収せられ，虚言は流布せられ，『世
論』は製造せられた．我等ドイツ人は彼等から見れば『野蛮人』であった．それは金銭ですべてを
我等に行わせることか出来ず，殊に我等は彼等か『病める』国家を搾取することを到る処に妨害し
たからである.」（20
　さらにかれは次のようにもいう.
　　「ドイツが敢えて外国の民族をも『健康』ならしめ，高き発展へと誘導せんとしたことは，世界
戦役の主要なる原因となった．　　　　　　　　　　　’
　他の国々は救助の医師として出現したけれども，トルコ，ペルシャ，モロッコ，印度，エジプ
ト，東亜に於ける病気と不秩序を，ますます救治し難くすることを，職掌柄利益としたのである．
我等ドイツ人は到る処この藪医者に妨害を加えたのである．それが何うして罪なのであろう.」(25)
　この叙述を貫いているのは，イギリスを先頭とする国際帝国主義ないし金力の支配の下に抑圧さ
れた世界，その解放の盟主たるドイツ，という把握である．　’
　しかも，ヴォルフは，ドイツ自身がいわゆる「病める民族」を帝国主義的に支配することについ
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ては，何の疑問もいだいていない,．
　それはかれが人間ほど不平等なものはない，との社会観に立っているからに外ならない.
　　「『極端なる民主政治』，即ち社会民主政治は，すべての人は平等である．その間に相違を生ず
るのは，物質上気候上の関係に起因する外的なるものに過ぎないことを主張する．
　この妄想的概念に対して歴史的事実はその反対を立証することを明らかにしなければならぬ．こ
の相違こそは健全なのであって，すべての文化は之に起因するのである．諸人種，諸民族は，互に
不平等であるのみならず，その内部に於ても大なる相違かおる．肉体的素質も精神的素質も共に遺
伝するものであることは，今日最早や疑われないのである.」(26)
　ヴォルフにとって人間の平等を主張する民主主義の思想は「感傷的愚昧」にすぎない．しかもこ
うした能力生得説と結びついた社会ダーウィニズムの思想は，ドいツの支配層にひろくゆきわたっ
ていた．
　それでは，本来ヨーロッパの中でもとりわけ優れた民族であるドイツが，他国に圧倒されるのは
なぜか.
　　「ドイツ民族は，ヨーロッパの『諸民族』の中で，最古の，且つ人種について言えば，最も純潔
なるものであった．それにも拘らず,共属の感情は，周辺の他の諸民族の方が遥かに強烈であった．
その原因はドイツ人の軽信と寛大，ドイツ人の堅忍性と民族的利己主義の欠乏によるのである.」(27)
　世界大戦の敗因も，究極のところここに求められる.
　　「フレデリックニ世大王の死(1786)後に於けるか如く，ビスマルクの免職（1890）後，再びプ
ロシヤ精神は閉却せられ，わが威力の強固なる基礎は覆され，そのために, 1918年に崩壊を，古今
空前の屈辱的潰滅を来たしたのである.」(28)
　これにたいしドイツの敵は校猪であった．アングロ・サクソン人，ラテン人，スラヴ人は，自由
と文化の守り手という美しい仮面をかぶり，「民族自決」「世界平和」を謳い，ドイツを「軍国主
義」「帝国主義」の使徒と宣伝し，ドイツ人を「野蛮人」「奴隷」として非難した．しかもドイツ
国内には，この外からの宣伝に呼応する勢力かあった.
　　「ドイツ崩壊の原因に属するのは,. 1914年事変の聖火をビスマルクの精神で存続せしめようと欲
していたドイツの人士女人が世界大戦に於て自己の政府により所謂『城内平和のために』ロを塞か
れていたのに，他方国際民主主義的宥和・妥協を念とする愚人や多弁なる人類の使徒が憚る所なく
その毒々しい妄想を伝播していたことである.」(29)
　そしてかれは結論的に次のように言う.
　　「我等の敵は民族思想を養成し民族的熱情を煽り立てた．それ故彼等は勝った．我等は圧迫せら
れた．それ故我等は敗けた．オーストリー・ハンガリーに於てドイツに敵意を懐ける民族が横着に
もその頭を拾げて来て，旧き民族的確執が新に炎上したので，この進行か勢を早めた．民族的思想
の力は敵の成功の秘密，我等の敗北の真因であった．
　我等を再び盛り返し得るものは民族的思想あるのみである.」(30J
　またかれは，こうも言っている.
　　「国家にー私人の道徳を適用することは出来ない．個人に於ては利己主義は一切の罪悪の源泉で
ある．しかるに『国家は権力である．』国家最高の最も道徳的なる任務は自己保存を図り，固有の
力を発揮し，到る処利己的に自己の利益を追求するにある．……同
和的手段で貫徹し得るものではない．『しばしば威力が決裁しなければならぬことがある．』そう
して，成功の如何か正邪を決する.」(31J
　以上に紹介したヴォルフの政治思想が，当時の教育界で決して例外を意味しないことは，たとえ
ばケーニッヒの研究(32)が実証するところである．
　ここにみられる偏狭なナショナリズムと一体になった国益至上主義，「成功の如何か正邪を決す
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る」という発想からする国権主義，三位一体となった反国際帝国主義・反ユダヤ主義・反民主主義
　（それは同時に反社会主義・反平和主義でもある），さらにドイツの支配民族性の主張とも不可分
の社会ダーウィニズム，これらはいずれもナチズム思想の基本的特徴にほかならない．
　プロイセンの少年中隊はヒトラーユーゲントの原型であり，労働奉仕もまた第一次大戦の産物で
あった．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　わ　り　に　　　　　　ヶ
　第一次大戦で夭折したイギリスの詩人ソーリーがドイツにあてて迫した詩を，戦前の日本のプロ
レタリア詩人槙村浩は「盲いたる民族の憎しみ」という題で翻訳している．
きみらの国民も，ぽくらの民族と同じく目が見えないのだ．きみらの受けた損傷は，ぽくらの誰
　ひとり決してたくらまなかった．
きみらの生国の勝利を，誰もか要求しなかったと同じように
目潰しを食わされた二つの民族は自由な思想の野に枠下ろされ
かたみにつまづき，かたみに互いを理解することなくして終わった
きみらの友は丿
ぽくらの友は，狭い迷宮のみを心に築いた
互いの咽首を互いが絞め合い
いわれなく憎み合った一一めくらがめくらにけしかけられたのだ
何もかもすんでしまったら
新しく克ち得た高遠な見解で
お互いの真実な貌を，驚きをもって見直すことか出来るだろう
すくすくと育った愛と温かさの中で，われわれは手を握り合い，古い苦しみを笑ってすませるだ
　ろう一一おお何もかもすんでしまったら！　　　　　　　　．・
だが予期せよ，真実の平和の前に暴圧と暗黒と革命の轟きつつ過ぎることを
　しかるに戦間期ドイツの支配的な教育は，そしてまたマスコミは，「自由な思想の野」を拓きはせ
ず，ドイツ国民の多数は「他人の思想の玩具」（ルソー）として，政治的に盲目であり続けた．そ
の結果ドイツは，ナチズムという暴圧と暗黒を，そしてまた新たな戦争を経験せねばならなかった．
　江口朴郎氏はいう，「たとえば第一次世界大戦の例をとってみても，各国の民衆や諸民族が戦争
によってなんらかの幻想を抱かせられることかなければ，世界的な規模で長期の戦争が展開される
ことは不可能であり，またヒットラーのようないわぱ典型的なファシズムにしても，第一次大戦後
のドイツの現実かドイツ民族によって帝国主義の問題としてではなく戦敗国と戦勝国との関係とし
て，つまり階級的なものとしてではなく民族的なものとして受け取られているという条件なしには
成立することはできなかったであろう．　　　　　　　　　　　　　　，
　このようにすべて反動的な体制かどういう形であらわれどれだけ持続しうるかということは，ま
さに民衆か客観的な事実をどう主体的に捉えているかということに対応しているものである」(33)
と．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　二十世紀の戦争は，総力戦（全体戦totaler Krieg)とよばれる．この言葉は，第一次大戦の後
半，事実上の独裁権を握ったルーデンドルフ将軍の著書「国家総力戦」に由来するといわれる．
　ルーデンドルフはこの本の冒頭で次のようにいう．
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　．「かつては政府は自己の軍隊をもって戦争を遂行し，一般の国民はただ納税により，もしくは軍
隊の行軍・冬営および戦闘によって直接に困苦を分たしめられるといふ程度を出でなかった‥‥‥‥
しかるに世界大戦は過去150年間のすべての戦争とは全然異なった性格を示した．すなはち，参戦
各国の軍隊か互に相手の殲滅に努力したのみでなく，国民自身が戦争の遂行に引き入れられ，戦争
はまた彼等自身にも向けられ，かくして彼等自身も深刻にその苦痛をともにするに左った.」(341
　さらにかれは「大戦回顧録」において，政府の戦争から国民の戦争への変化を強調しつつ，次の
ように述べている.
　　「陸軍も海軍も，尹の兵器は以前より強大とはなったか，しかし従来と同様な方式をもって戦闘
した．しかし，国民は過去の戦争におけるとは全く異なった立場に立った．すなはち，国民はその
全力を挙げて軍の後方に詰めかけ，かつその内部にまで入り込んだ‥‥‥‥どこから陸海軍の力が始
まり，どこで国民の力が終るかといふことは，今日の戦争ではもはや限界かつけられなかった．軍
隊と国民とは一体となった，まことに文字通りの国民戦争であった．世界の列強はこの集結した力
をもって相措抗したのである．広大なる戦線と洋々たる海上において敵武力と戦ふとともに，敵国
民の精神力と生活力とを破催することに努めたのである.」(35)
　　「この国民戦争は，その全重圧を一身に引受けて起ったわが独逸国民に異常なる要求を課した．
われわれがこの戦争に勝利をうるためには，各人は一人の例外もなくその最後のものを国家にささ
げなければならなかった．われわれは文字通り最後の血の一滴まで闘ひ，最後の汗の一滴までささ
げて働き，しかも旺盛な志気を維持しあくまで勝利の希望を失ってはならなかった．敵によって加
へられる生活の窮乏に堪へ，背後から強く迫ってくる敵の宣伝の嵐に抗して，毅然として堪へるこ
とは至難の要求であったが，しかも何としてでも堪へ抜かなければならなかった．陸海軍は常に国
内から新鮮な精神的緊張を注入せられ，兵員および武器の供給をうけて，たゑず若返る必要かあっ
た．そこで国内の精神および戦意を崇固に維持することが何よりも緊要であった．万一にもそれが
推廿たら万事休するのである．しかるに戦争か長期化するにつれて，その危険がますます増大し，
Iその拾収に忙殺されてゐるところへ，前線の軍隊からは国民の精神的強化を強硬に要求して来た．
かくて国内の人的および物的諸力は･（われわれは声を大にして精神力を附加する），あげて戦争の
ために極限まで発揮し，かつ維持しなければならなかった.」(36)
　このように戦争を「階級的なものとして亡はなく民族的なものとして」とらえ，その勝利のため
に国家総動員，国民精神総動員を強調するルーデンドルフ流の認識は，「短刀伝説」と重なりあい
つつ，戦間期ドイツの国民の意識の深部にわだかまり続けた．学校教育がこれに手を貸したこと
は，すでにヴォルフの教科書に即して見たところである．そして，その根は，プロイセン軍国主義
とともに深かった･
　戦間期ヨーロッパに登場する全体主義は，語源的には全休戦に由来し，本来，全休戦に勝ちぬく
経済的，政治的，思想的条件の総体を含意している．
　第一次大戦中のドイツは，戦争経済（戦時国家独占資本主義）において，ルーデンドルフ独裁に
おいて，さらに反動諸思想の肥大化において，来たるべきナチス第三帝国の原型をなすものであっ
た．ヒトラーはいう，「われわれは戦争によって生み落とされた」と．
　ナチズム運動台頭期のヒトラーとルーデンドルフとの緊密な関係については，ミュンヘン一揆か
端的に示すところである．
　しかも大戦中に肥大化した反動諸思想は，敗戦とヴェルサイユの屈辱講和とにより，いっぽうで
はさらに拍車をかけられ，危険なエネルギーとしてドイツ社会に懲積した．
　このエネルギーを巧みに組織し，いっそう鼓舞しつつ，新たな総力戦と反革命とを任務とする公
　然たる暴力的独裁にむけて，強固な大衆的支柱を準備していったものこそ，運動としてのナチズ
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ムであったといえよう．
　だから，大戦という巨大な歴史的体験を科学的に総括し，平和と民主主義と民族的誇りの回復と
を統一的に実現しようとする思想が，国民に広く深く浸透しない限り，世界恐慌に直面したドイツ
のファシズム化は必至であったといわなければならない．
　ナチズムは，今日もなお，ドイツ史の突然変異であるかのように描かれることか稀ではないが，
しかしそれはまぎれもなくドイツ帝国主義・軍国主義の嫡子であった．
　私は小論の冒頭で，第一次大戦期の教育史が空白になっていることの問題性を指摘したか，この
時代の教育がなおざりにされていることは，ひとつには，ナチズムを異端視し，いわばヒトラーを
犠牲にすることによって，ドイツ帝国主義・軍国主義を免罪しようとする，あるいはそもそも帝国
主義・軍国主義というものを免罪しようとする思想潮流がいかに根強いかを物語っているのではな
かろうか.
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